
組換えタンパク質発現ベクター

Expression Vector  pLEAD DNAExpression Vector  pLEAD DNA

Code No.� 製品名� 包装単位� 希望納入価格

315-06801� Expression Vector pLEAD4 DNA, pre-digested� 5.0μg� ¥ 36,000

312-06811� Expression Vector pLEAD5 DNA, pre-digested� 5.0μg� ¥ 36,000

319-06821� pLEAD4 Expression Kit� 20回用� ¥ 46,000

316-06831� pLEAD5 Expression Kit� 20回用� ¥ 46,000

ベクター

ベクター&
クローニング
セット

【内容＆保存条件】
Expression Vector pLEAD DNA, pre-digested

pLEAD Expression Kit

● Expression Vector pLEAD4 (or 5) DNA, pre-digested� 5μg (0.5μg/μl )
＊ -20℃ 保存

● Expression Vector pLEAD4 (or 5) DNA, pre-digested� 3μg (0.1μg/μl )
● 2×Ligation Mix� 100μl
● Competent E.coli JM109� 100μl×20本
● SOC medium� 1.0 ml×20本
＊ -20℃/-80℃ 保存　（出荷時：-80℃ ドライアイス梱包）

・大腸菌で発現させた場合に、活性を持つタンパク質が得られなかった…。
・大腸菌で発現が難しいとされている GC 含量の高いコーディング領域を持つ遺伝子を、効率よく発現させたい…。

こんなときに
お試し下さい
こんなときに
お試し下さい

【特長】

【構造模式図】

■効率の良い翻訳を行うために、第 1 0RF の終止コドンと第 2 ORF の開始コドンをオーバーラップさせた特徴的な構造を採用

■プロモーターには転写効率の良い      プロモーターを選択

■融合タンパク質としてではなく、直接発現が可能

■目的遺伝子のクローニングに用いる制限酵素であらかじめ切断してあるので、簡便に実験が行える

AGGAGGATCAC GTGATGNNNNNN

1bp overlap

RBS

終止コドン

開始コドン

AGGAGGATTTAC GTATGANNNNNN

4bp overlap

RBS

終止コドン

開始コドン

　Expression Vector pLEAD DNA は、大腸菌を宿主とする組換えタンパク質発現ベクターです。pLEAD は転写された mRNA から
効率良く翻訳が行われるように工夫された特徴的な構造を持っています。また、あらかじめマルチクローニングサイトを制限酵素で
消化してありますので、すぐに実験を開始できます。

　pLEAD は発現させる遺伝子の配列によって、pLEAD4，pLEAD5 の 2 種類からお選びいただけます。
また、ライゲーション用試薬 と コンピテントセルがセットになった pLEAD Expression Kit もございます。

pLEAD4 及び pLEAD5 は、tac プロモーターの
下流にリーダーORF (第 1 ORF) を配置し、
目的遺伝子とのオーバーラップを形成するように
制限酵素認識サイトを付加して構築しました。

pLEAD4 及び pLEAD5 は、tac プロモーターの
下流にリーダーORF (第 1 ORF) を配置し、
目的遺伝子とのオーバーラップを形成するように
制限酵素認識サイトを付加して構築しました。

Expression Vector pLEAD4 DNA では、発現させるタンパク質の N 末端側より 2 アミノ酸目に対応するコドンの 1 塩基目が A に
限定されます。発現させるタンパク質の N 末端側より 2 アミノ酸目に対応するコドンの 1 塩基目が A 以外であり、A に置換できない
場合には、Expression Vector pLEAD5 DNA をご使用下さい。

【ベクターの選択】

第 1 ORF

第 1 ORF

ATG STOPSTOPRBSATGRBS

オペレーター 転写開始点 第 1 ORF 第 2 ORFプロモーター

目的遺伝子

KpnⅠ

pLEAD4
2,657bp

pLEAD5
2,659bp

＊RBS は遺伝子にコードされる mRNA 上の Ribosome Binding Sequence に対応しています。 
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